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木城の明日を担う心豊かでたくましい人づくり 

 （木城町教育大綱の基本理念）                          

 新年を迎えて  

新しい年，２０１９年（平成３１年）を迎えて，

木城中学校の生徒たちは，それぞれ新たな気持ち

で学習や諸活動に取り組んでいます。その中でも，

３年生は私立高校入試や県立推薦入試・一般入試

等に向けて，受験勉強はもちろんのこと，面接練

習にも熱心に取り組んでいます。また，２年生は

来月８日に行われる『立志式』に向け，様々な準

備に取り掛かっています。１年生は，キャリア教

育の一環として，『仕事』についてのインタビュー

をまとめる取組をしています。 

 

生徒会活動の紹介 その１ 

 保体・給食委員会では，給食感謝週間の活動と

して，学校給食の 

歴史を調べる取組 

を行っています。 

模造紙にまとめた 

ものを事務室前に 

掲示しています。 

 生徒会活動として，空き缶の回収を行っていま

す。回収期間を設定 

して，全校生徒に執 

行部が呼び掛けてい 

て，たくさん空き缶 

が集まりました。来 

月が今年度最後の回収になります。 

火災を想定した避難訓練を

実施しました 

『防災の意識を 

高め，学校や家庭 

においても火災を 

出さない心構えを 

育てる』ことを目 

的として，１月１１日に避難訓練を実施しました。

当日は，東児湯消防組合の消防署員（２名）招 

聘し，１１９番通報の仕方や緊急避難誘導等を点 

検してもらいまし 

た。火災について 

の話をしていただ 

いた後に，署員の 

方の指導で代表生 

徒が消火体験を行いました。 

Ｈ３１年度入学者入学説明

会を実施しました 

 小学校６年生を対象に，『入学説明会』を１月 

１８日に実施しました。 

学習面や生活面での小学 

校と中学校の違いについ 

て理解してもらうことや 

入学に臨む心構え等を考 

夢・力・花いっぱい 

木城町立木城中学校 



えてもらうために，授業見学と説明会を行いまし

た。 

当日は，英語や理科・数学などの授業を６年生 

と保護者の皆さんに見学していただきました。 

 

Ｈ３１年度私立高校入学者

選抜試験が行われました 

 県内外の私立高等学校の 

Ｈ３１年度入学者選抜試験 

（通称：私立高校入試）が 

行われました。本校の３年 

生も宮崎市内の私立高校を 

」中心にいくつかの試験会場に分かれて，受験し

ました。学科試験だけでなく，面接試験も課す高

校も多くあり，緊張の面持ちで臨んでいたようで

す。２月初めに合否の結果が発表される予定です

ので，受験生である３年生にとっては，不安と緊

張の日々が続くと思います。 

受験は始まったばかりです。 

これから２月６日（火）には 

Ｈ３１年県立高校推薦入学者選抜検査，３月５日

（火）・６日（水）にはＨ３１年県立高校一般入学

者選抜検査が行われる予定です。 

３年生全員が自分の志望校・志望学科に合格で

きることを願いたいです。 

 

 

 

 

 

校 長 雑 感  

五角形のこたつの話 

新しい年を迎えて、もう１ヶ月になろうと

しています。保護者の皆様はいかがお過ごし

でしょうか？ 

この冬は暖冬と言われます。立春も近づい

てはいますが、まだまだ寒い日は続きます。

特に３年生のいるご家庭は、家族全員で健康

管理に気を配っていただき、大切なこの時期

を乗り切ってほしいと願っています。 

さて、寒さが身にしみるこの季節になると、

私は、当時小学５年生の女の子がつくったと

いう「こたつ」をテーマにした詩を思い出し

ます。それは数年前の元日、朝日新聞の「天

声人語」で紹介された短い詩です。 

あたたかいこたつ 

家（うち）の家族は五人 

「五角のこたつならいいなあ」 

と、おねえさん 

一番あとからはいる 

かあちゃんは 

私と同じ所 

私はやっぱり 

四角でもいい 

この詩が掲載された福島県の児童詩誌の主

催者であった佐藤浩氏は、この詩に触発され

て、自らもこんな１行詩をつくりました。 

きゅうくつな幸せを忘れていました 

５人用に五角形のこたつをつくるような、

窮屈さや不便さを排除し、利便性を追い求め

てきた社会変化により、ある面で人々の生活

にひずみが生じているのではないかと、「天声

人語」の筆者は述べていました。さらに、心

理学者の河合隼雄氏の言葉を借り、「自立は一

人で生きることではない、ましては孤立では

ない」とした上で、便利と快適は幸せと必ず

しも同義ではない、「きゅうくつな幸せ」を大

切にしたいということが書かれていました。 

○●○●○●○●○●○●○●○●○●○●○ 

「平成」も残り３ヶ月余り。元号が変わる

ことで、新しい時代が始まるという予感や期

待が日に日に高まる今日この頃ですが、人と

人とのつながりや温もりが大切にされる、そ

ういう世の中であってほしいし、木城中学校

もそういう学校でありたいと思います。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 


